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こ
か
ら
は
道
路
規
制
の
た
め
帆
や
ア
ウ
ト

リ
ガ
ー
を
解
体
し
て
ト
レ
ー
ラ
ー
に
載
せ
、

七
六
年
三
月
民
博
に
搬
入
さ
れ
た
。そ
の

こ
ろ
は
ま
だ
建
物
の
建
築
中
だ
っ
た
の
で
、

標
本
資
料
は
万
博
公
園
南
側
、今
は
住
宅

展
示
場
に
な
っ
て
い
る
所
に
あ
っ
た
万
博

保
税
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。倉
庫
前

に
仮
小
屋
を
設
け
、解
体
し
た
ま
ま
翌
年

一
一
月
の
開
館
ま
で
仮
置
き
さ
れ
た
。

　

一
方
、海
洋
博
会
場
は
国
営
沖
縄
記
念

公
園
と
し
て
存
続
し
、海
洋
文
化
館
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
を
民
博
の
沖
縄
分

館
と
し
て
再
利
用
す
る
と
い
う
動
き
は

あ
っ
た
も
の
の
残
念
な
が
ら
実
現
に
至
ら

な
か
っ
た
。海
洋
文
化
館
は
三
年
先
に
再

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
お
り
、そ
の

際
に
貴
重
な
資
料
が
ど
う
生
か
さ
れ
る

か
期
待
し
た
い
。

　

チ
ェ
チ
ェ
メ
ニ
号
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

サ
タ
ワ
ル
島
を
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
七

日
に
出
港
、三
〇
〇
〇
キ
ロ
の
航
海
を
経

て
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会（
七
月
二
〇
日

〜
翌
年
一
月
一
八
日
）会
場
の
エ
キ
ス
ポ
港

に
一
二
月
一
三
日
入
港
し
、砂
浜
に
展
示
・

公
開
さ
れ
た
。

　

そ
の
会
場
内
で
最
大
規
模
の
展
示

ホ
ー
ル
で
あ
る
海
洋
文
化
館
は
、政
府
出

展
の
施
設
で
、そ
こ
で
は
海
洋
文
化
の
成

り
立
ち
と
そ
の
歴
史
、文
化
の
伝
来
と
発

展
、民
族
相
互
の
交
流
の
姿
な
ど
が
展
示

さ
れ
た
。展
示
の
準
備
の
た
め
、博
覧
会
開

催
に
先
立
つ
七
三
年
に
民
族
資
料
収
集

団
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
万
国
博
覧
会

　

じ
つ
は
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
際
も
、

テ
ー
マ
館
の「
太
陽
の
塔
」に
展
示
す
る
仮

面
や
神
像
等
を
集
め
る
た
め「
日
本
万
国

博
覧
会
世
界
民
族
資
料
調
査
収
集
団
」が

組
織
さ
れ
た
と
い
う
先
例
が
あ
る
。岡
本

太
郎
の
要
請
に
よ
り
当
時
京
都
大
学
助
教

授
だ
っ
た
梅
棹
忠
夫
が
中
心
と
な
り
、六
八

〜
六
九
年
に
若
手
研
究
者
約
二
〇
名
を
世

界
各
地
に
派
遣
、約
二
六
〇
〇
点
の
資
料

を
集
め
、半
数
以
上
が
テ
ー
マ
館
の
地
下
に

展
示
さ
れ
た
。そ
れ
ら
資
料
は
そ
の
後

紆う

よ余
曲き

ょ
く
せ
つ折
を
経
て
、民
博
の
核
と
な
る
資

料
と
し
て
展
示
・
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

海
洋
民
族
の
資
料
収
集

　

万
博
後
の
跡
地
利
用
で
民
博
の
設
立

構
想
が
急
浮
上
し
、そ
れ
に
深
く
か
か
わ

り
は
じ
め
た
梅
棹
は
、一
方
で
海
洋
博
の

政
府
出
展
懇
談
会
の
委
員
を
七
二
年
に

引
き
受
け
た
。京
大
の
研
究
室
に
作
戦
本

部
を
お
き
、海
洋
地
理
が
専
門
の
関
西
学

院
大
学
教
授（
当
時
）の
大お

お
し
ま島
襄じ

ょ
う
じ二
氏
と

相
談
の
う
え
、太
平
洋
、イ
ン
ド
洋
各
地
を

一
五
地
域
に
わ
け
、大
学
院
生
を
中
心
に

し
た
資
料
収
集
団
を
組
織
し
た
。

　

そ
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
わ
た
し

自
身
も
、七
四
年
に
は
マ
レ
ー
半
島
で
の

収
集
に
参
加
し
た
。そ
の
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
須
藤
現
館
長
を
は
じ
め
数
名
が
民
博

に
籍
を
お
く
の
は
、の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

約
一
四
〇
〇
点
の
海
洋
民
族
資
料
が
収
集

さ
れ
、翌
春
に
は
会
場
に
集
結
、海
洋
文

化
館
で
展
示
さ
れ
た
。

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
の
閉
幕
後

　

博
覧
会
後
チ
ェ
チ
ェ
メ
ニ
号
は
、七
四
年

六
月
に
創
設
さ
れ
た
民
博
の
オ
セ
ア
ニ
ア

展
示
の
目
玉
資
料
と
し
て
引
き
取
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、神
戸
ま
で
は
海
上
輸
送
、そ
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